
 

  

 

 

 

 
○今月の指導内容  

「走行上の注意」   

○目標  

 自転車で走行する際に注意しなければ、危険であることを理解させる。  

○指導過程  
段 階  流 れ  指 導 上 の 留 意 点  

導入  質問  自 転 車 に 乗 る と き に し て は い け な い 乗 り 方 を １ ～ ２ 人 に 質 問 す る 。  

 
展開  

 

自 転 車  

乗 車 時 の  

心 得  

 自 転 車 に 乗 っ て い る と き に 、 携 帯 電 話 を 操 作 を し た り 、 イ ヤ ホ ン 等 を し て

い る と 、 周 囲 に 対 す る 注 意 が お ろ そ か に な り 、 他 人 に 迷 惑 を か け る だ け で は

な く 、 自 分 や 他 人 を 傷 つ け る お そ れ が あ る こ と を 理 解 さ せ る 。  

そ の 他 に も 、 自 転 車 に 乗 る と き に し て は い け な い こ と と は ど の よ う な こ と

が あ り 、 そ の よ う な こ と を す る と 、 ど の よ う な 危 険 が あ る か 指 導 す る 。  

ル ー ル を 無 視 し て 自 分 が 自 転 車 で 交 通 事 故 を 起 こ せ ば 、 責 任 を 問 わ れ る こ

と も あ る こ と を 理 解 さ せ る 。  

まとめ   基 本 的 な 交 通 ル ー ル 等 を 習 得 す る こ と に よ り 、 安 全 に 乗 車 で き る よ う 指 導 す る 。  

○指導内容・指導上の留意点  

指導目標  指導対象 指導内容  
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【走行上 の注意 】  

・  携帯電話 の通話 や操作 をしたり、傘 を差し たり、物 を担い だり して  

片手運転 をすることや、ヘ ッドフ ォン の使用などによる外の音が十分

に聞こえない状態での運転はやめましょう。運転が不安定になり、周

囲の交通の状況への注意がおろそかになり大変危険ですので、しない

ように指導しましょう。  

その他に も  
・  ブレーキ等の部品が故障している場合は、乗ってはいけません。必  

ず修理してから乗るようにしましょう。  

・  夜間や暗いところでライトをつけずに走行してはいけません。  

ライトの点灯は、前方の安全を確認するだけでなく、自動車の運転

者や歩行者などに自転車の存在を知らせるものでもあります。  

・  交差点や踏切の手前などで停止している車や、ゆっくり進んでいる  

車があるときは、その前に割り込んだり、これらの車の間をぬって前  

へ出たりしてはいけません。  

・  他の自転車と並んで走ったり、ジグザグ運転をしたり、競争したり  

してはいけません。しかし、普通自転車は｢並進可｣の標識のあるとこ

ろでは、２台まで並んで走ることができます。  

・  警音器 (ベル )は、歩道などでみだりにならしてはいけません。  

｢警音区間｣の標識がある区間内の見通しのきかない交差点などを通

行するときや、危険を防止するためやむを得ないときのみに使用しま

しょう。  

・  物を肩にかけて走るのはやめましょう。走行中に体の前面にまわっ  

てくるなどして、安全運転を妨げるおそれがあります。  

・  また、体格に合わない自転車に乗らないようにすること、二人乗り  

等の危険な乗り方をしないようにすること、自転車に荷物を積む場合  

は、視野を妨げたり、自転車の安定が悪くなったりするような積み方  

をしないようにすることを指導しましょう。  

 

「自転車運転者講習」受講義務の対象になる危険行為の１つ  
安 全 運 転 義 務 違 反  ハ ン ド ル や ブ レ ー キ 等 を 確 実 に 操 作 せ ず 、 ま た 他 人 に 危

害 を 及 ぼ す よ う な 速 度 や 方 法 で 運 転 す る 行 為  
※  携 帯 電 話 の 通 話 や 操 作 を し な が ら の 運 転 や 傘 を 差 し な が ら の 運 転 で 事 故 を 起 こ

っ た 場 合 も 、 安 全 運 転 義 務 違 反 に な る こ と が あ り ま す 。  
 

指導を受 ける対 象者の 年齢、理解度 などに
応じた内 容でご 指導を お願いし ます。  



 


